
内視鏡的胃粘膜切除術（ＥＳＤ）　　クリニカルパス　（患者様用）

氏名 　　　様ID 担当看護師 7西病棟

内服に変更です） 　
午前中から点滴を始

中止薬について説明

管が入っている場合は、

１日２回測定します １日１回測定します
します ２時間後と測定します。

以後問題なければ
適宜となります

採血　・心電図・レント 採血・腹部のレントゲン
ゲン写真撮影・出血 写真撮影があります
時間の検査があります

午前中に胃カメラがあり
ます

今まで通りです 朝から絶飲食です 胃カメラ 流動食が開始されます　　　潰瘍食3分粥 　　潰瘍食5分粥 潰瘍食7分粥 潰瘍食全粥 　　潰瘍食全粥
1時間経過後
飲水可

自由です 尿器・便器を使用 朝の検温後から問題
必要時 し、しっかり覚醒すればなければトイレ可です。
尿道留置カテーテル挿入ポータブル可です。 （尿道カテーテル抜去）

自由です ベット上で過ごして 朝の検温後、問題なけれ自由です
頂きます ば、病棟内のみ自由です

胃カメラへは車椅子で行きます。
自由です 午前中にシャワーに 入浴・シャワーはでき 清拭を行います シャワーができます 入浴ができます

入ることができます ません
（入浴は出来ません）

主治医より治療の説明 入室前に排泄を済ませ 検査室でご家族に 切除病変の結果
があります 下さい 主治医から経過の説 は外来で

明があります 説明します
本日の予定、入院中の 眼鏡・義歯・指輪・時計 病室でお待ち下さい
日程について等の案内 は外して下さい
があります

治療の同意書の提出 ストレッチャーで移動 治療後は上腹部痛
をお願いします します などの症状がありまし

たら看護師にお知ら
治療のオリエンテー せ下さい
ションがあります

患者様へ説明

入院日
月日

現在内服中の薬につ
確認します

します

入院時に測定します

活動

治療当日

検温

清潔

治療後

酸素量を測定します

治療後は鼻から胃に抗潰瘍剤を注射します

注射をします
内服は中止になります

めます

４日目２日目１日目 退院

ネキシウム １Ｔ　朝１回
内服です（抗潰瘍剤は

６日目５日目３日目

胃カメラの結果で

内服が再開されます
（抗凝固剤以外）

くる場合があります。 抜ける予定です。

アルサルミン、プロマックＤ
内服開始

排泄

１日２回　抗潰瘍剤の

処置に行く前に測定

治療　処置

検査

栄養

帰室後、1時間後、 １日３回測定します

抗潰瘍剤を注射します

管が入ったまま帰って
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